
「高い志」「確かな学力」「豊かな心」を教育の３本の柱として掲げる岡山操山高校。
そのなかのひとつ「高い志」を育む取り組みの中心となっているのが総合的な学習の時間「未来航路プロジェクト」。

自己理解と他者理解を深めコミュニケーション力を高めながら、
学ぶ目的や将来の生き方を考えることを促す、独自のプログラムとなっている。

─岡山・県立 岡山操山高校─

取材・文／永井ミカ

先進校に学ぶキャリア教育の実践

総合学習 コミュニケーション 課題研究 小論文 ディベート 高大連携
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百
余
年
の
伝
統
を
も
つ
進
学
校
が

中
高
一
貫
校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

 　

岡
山
操
山
高
校
は
１
９
０
０
年
開
校
の
岡
山

県
高
等
女
学
校
を
母
体
と
す
る
県
内
有
数
の

伝
統
校
。
ま
た
進
学
校
と
し
て
も
名
高
く
、東

大
、京
大
と
い
っ
た
難
関
校
を
含
む
国
公
立
大

学
に
毎
年
１
２
０
人
前
後
が
進
学
し
て
い
る
。

　

同
校
は
伝
統
的
に
学
年
の
カ
ラ
ー
が
強
い
学

校
だ
と
い
う
。
進
路
指
導
に
関
し
て
も
学
年
そ

れ
ぞ
れ
が
特
色
を
打
ち
出
し
取
り
組
ん
で
き

た
。ま
た
、行
事
な
ど
が
盛
ん
で「
仲
間
作
り
」を

大
切
に
す
る
校
風
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

県
内
初
の
試
み
と
し
て
県
立
中
学
校
を
開

校
し
併
設
型
中
高
一
貫
校
を
作
る
と
い
う
構
想

が
も
ち
上
が
っ
た
と
き
、高
校
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
が
発
足
。
中
高
の
接
続（
図
１
）を
意

識
し
つ
つ
中
学
校
と
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
針
が
決
ま
る
。
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
中
高
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
呼
び
方
と
し
て
、あ
る
学
年
が
発
行

し
て
い
た
小
論
文
通
信「
未
来
航
路
」を
利
用
し

て
、「
未
来
航
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
名
称
に

し
た
。

　

02
年
、中
学
校
が
開
校
し
未
来
航
路
が
ス
タ

ー
ト
。中
学
１
年
は「
岡
山
の
こ
と
を
知
ろ
う
」、

２
年
は「
日
本
の
こ
と
を
知
ろ
う
」、３
年
は「
自

分
の
課
題
を
追
求
し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、最
終

的
に
卒
論
を
書
く
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

翌
年
か
ら
は
高
校
で
も
未
来
航
路
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、学
年
団
が
そ
の
都
度
い
い
と
思
う
も

の
を
取
り
入
れ
る
形
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、な
か

な
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
教
材
会

社
が
作
っ
た
既
存
の
進
路
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

丸
ご
と
取
り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し
て
み
た

が
、操
山
の
生
徒
の
実
情
に
は
合
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
一
部
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
懐
疑
的
な
意
見
も

あ
り
、す
ぐ
に
は
一つ
の
方
向
性
に
は
ま
と
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 

自
己
理
解
と
他
者
理
解
を
根
底
に 

岡
山
操
山
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成

 　

中
高
一
貫
の
一
期
生
が
高
校
へ
進
学
す
る
05
年

か
ら
、同
校
は
単
位
制
に
移
行
す
る
。同
時
に
学

校
設
定
科
目
と
し
て「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が

誕
生
し
、弁
論
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
。

　

07
年
、武
内
洋
二
学
年
主
任（
現
教
務
課
主

任
）が「
未
来
航
路
で
操
山
独
自
の
し
っ
か
り
と

し
た
フ
レ
ー
ム
を
作
ろ
う
」と
提
案
。
武
内
先
生

を
中
心
に
、１
年
次
の
担
当
教
員
が
、そ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
整
理
し
、ま
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
授
業
を
未
来
航
路
に
合
体
さ
せ
、今
の
未

来
航
路
の
原
型
を
作
っ
た
。
08
年
に
も
若
干
の

見
直
し
を
加
え
、１
年
次
で
は
職
業
研
究
・
学

部
学
科
研
究
な
ど
の
進
路
学
習
と
、弁
論
・
デ
ィ

ベ
ー
ト
な
ど
、２
年
次
で
は
修
学
旅
行
や
系
統

別
課
題
研
究
な
ど
を
実
施
す
る
と
い
う
、今
の

形
に
落
ち
着
く
。足
か
け
８
年
、多
く
の
先
生
方

の
知
恵
と
経
験
が
詰
め
込
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
完
成
し
た
の
で
あ
る（
図
２
）。

 

「
職
業
研
究
や
学
問
研
究
な
ど
の
通
常
の
進

路
学
習
の
な
か
に
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
混
ざ
り
、つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
印

象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、根
底

仲間作りから始まり個々の進路実現へ
伝統校の新しい挑戦「未来航路プロジェクト」 



1年次
学期 実施日 テーマ 具体的な学習内容

1

4

9 高校生活 高校生活を始めるにあたって
12 高校の学習 英・数・国の学習法
13 高校の生活 高校生活を始めるにあたって
14

仲間作り、
自己理解

クラス討議準備など
21 宿泊研修のねらい・注意点
22 クラス討議　講演
23 スタンツ創作・校歌練習
24 野外活動
28 職業研究 職業領域の研究

5
12 英数の履修ガイダンス
26

弁論
弁論ガイダンス

6

2 弁論文作成
8 クラス内発表→グループ代表者決定
9 学問研究 実力テスト対策
15 弁論 弁論クラス代表決定
16

学問研究
大学入試について・進路希望調査

23 学問研究レポート作成・系統別決定
30 職業研究・オープンキャンパス説明

7
14 弁論 学年弁論大会
16 １学期のまとめ アンケート・「保護者の回答」の感想

8 18

学問研究

卒業生と語る会

2

9
15 ＯＣレポート作成・学問研究レポート作成
21 文理選択・入試科目について
22 文理選択について

10
6・13 系統別（グループ）発表準備
27 系統別（グループ）発表会

11
10

ディベート

ディベート講演会
17 ディベート実践①（シナリオディベート）
24 ディベート実践②（マイクロディベート）

12
1 ディベートクラス内対抗→代表者決定
15 1年生クラス対抗ディベート大会
21 ２学期まとめ アンケート

3

1
12 異文化理解 韓国文化・ハングル講演
19

系統別課題研究

系統別課題研究オリエンテーション（2年生の研究から学ぶ）
26 2年生の未来航路発表会に参加

2
2 論文の書き方
9 研究テーマの決定
16 異文化理解 韓国・東京行き先別説明会

3 8 1年間のまとめ アンケート
2年次

学期 実施日 テーマ 具体的な学習内容

1

4
14 系統別課題研究 系統別課題研究
21・28 修学旅行 班別自主研修計画

5 12・26 系統別課題研究 系統別課題研究

6

2 異文化理解 韓国文化・ハングル講座
9

修学旅行
修学旅行事前研修

15～18 学校交流、班別自主研修など
23 修学旅行報告レポート作成
30

系統別課題研究
系統別課題研究中間発表

7 14 系統別課題研究中間発表（岡山大学との連携）

2

9
15 系統別課題研究
21・22 水曜67講演 進路学習と科目選択説明会

10 6・13・27

系統別課題研究

系統別課題研究

11
10 系統別課題研究
17 系統別課題研究レポート完成
24 系統別の発表会①

12 1 系統別の発表会②（代表者決定）

3
1

12・19 系統別課題研究発表準備
26 未来航路発表会 系統別課題研究成果発表

2
2

まとめ
学習の総括と志望理由書の作成

16 志望理由書の作成

図2　未来航路年間計画（2010年度）

図1　中高の接続
学校 学年 区分 学習の位置づけ 教科・科目 総合学習 特別活動

岡
山
操
山
高
等
学
校

３
発
展
期

個性や才能の一層の伸長

進路選択と進路実現

操山システム　夢実現型単位制

未
来
航
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
己
の
生
き
方
に
基
づ
い
た
進
路
学
習

異
年
齢
集
団
の
交
流
に
よ
る
学
習

２ 選択科目　個性・才能の伸長や
進路希望に応じた多様な教科・科目

１
充
実
期

新しい友との出会いによる
視野の拡大と自己啓発の
推進

幅広い知識の習得と個性に
応じた探求的学習の推進

共通科目
習熟度に応じた進度の選択

岡
山
操
山
中
学
校

３
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
５
教
科
の
選
択
）

ク
リ
エ
イ
ト

（
芸
術
体
育
の
選
択
）

レ
ク
チ
ャ
ー（
５
教
科
の
選
択
）

高
校
教
員
と
の
T
T

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

２
基
礎
期

学び方の習得と
主体的学習の確立

自己理解の推進

必修教科

１ 数学・英語の全授業をＴＴまたは
少人数授業

※2010年度までのもの
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に
は
一
貫
し
て
自
己
理
解
と
他
者
理
解
と
い
う

共
通
項
が
流
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
伝
統
と
し

て
あ
っ
た
も
の
の
な
か
に
新
し
い
要
素
を
取
り
入

れ
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」と
、進
路
指
導

主
事
の
守
本
哲
也
先
生
は
い
う
。

　

現
在
で
は
、未
来
航
路
は
未
来
航
路
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
と
い
う
独
立
し
た
組
織
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
の
教
材
や
指
導
案 

は
サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ
、新
年
度
に
は
前
年
の

反
省
や
新
学
年
団
の
意
向
を
ふ
ま
え
、バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
。「
学
年
の
カ
ラ
ー
は
残
し
つ

つ
も
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
、教
員
の
異
動
が
あ
っ
て
も
未
来
航
路
を
効

果
的
に
続
け
て
い
け
る
体
制
が
整
っ
た
と
思
い
ま

す
」と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
委
員
長
で
あ
る
渡
邊

達
哉
先
生
。先
生
方
は
、形
骸
化
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、時
代
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
し
な
や
か
に
変
化
せ
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
も

仲
間
作
り
、集
団
作
り
を
重
視

　

で
は
、具
体
的
に
現
在
の
未
来
航
路
の
中
身

を
見
て
み
よ
う
。ま
ず
、弁
論
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
ほ

か
に
も
宿
泊
研
修
で
の
仲
間
作
り
や
異
文
化
理

解
な
ど
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に

重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
く
つ
か
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
未
来

航
路
に
含
め
た
理
由
を
主
幹
教
諭
の
三
浦
隆

志
先
生（
現
勝
山
高
校
）は
こ
う
語
る
。「
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
は
生
き
方
を
学
ぶ
も
の
。
生
き
る
う

え
で
他
者
を
認
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
の
一
員

に
な
れ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
未
来
航
路
で
は
、

生
徒
た
ち
が
自
分
で
考
え
自
分
で
行
動
で
き
る

〝
い
い
集
団
〞を
作
り
た
い
。弁
論
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
は

そ
の
た
め
の
し
か
け
で
も
あ
る
ん
で
す
」。

　

同
校
の
入
学
生
は
、併
設
の
岡
山
操
山
中
学

か
ら
１
２
０
人
、そ
の
他
の
中
学
か
ら
１
６
０
人

JR岡山駅からほど近い場所にある、県内でも有数の進学校。岡山操山高校としての誕生は
1949年だが、前身の高等女学校から数えると、110年を超える歴史をもつ。2002年に県下初
の県立中学校である岡山操山中学校が併設され、併設型中高一貫校となり、その１期生が高
校へ入学した2005年に単位制教育課程へと改編した。併設中学から120人が、他校から
160人が岡山操山高校に進学し、１学年280人が共に学ぶ。

普通科単位制／1900年創立
生徒数／生徒数832人（男子377人・女子455人）
進路状況（2010年度実績）／大学77.0％・短大1.5％・
専門学校等1.1％・就職0.4％・その他20.0％
岡山県岡山市中区浜412

 086-272-1241
 http://www.sozan.okayama-c.ed.jp/



図3　ワークシート（「弁論大会に向けて」）

図4　職業に関するアンケート

1.題材選定・主題を考える

　題材
　…について

　主題
　最も伝えたいこと

2.構成を考える
　①素材の収集
選んだ題材についてどのようなことを書くか。自分の意見や出来
事、体験などを簡単に思いつく限り記入する。

　②構成を考える
どのような順序で書くか。述べたいことに見出しを付け、素材の
配慮を明示する。

　序論

　本論

　結論

1. ご職業（業種）をご記入ください。

2. その職業を志した理由・きっかけ・動機などについて教えてください。可能ならば、
　 高校時代から思い起こしていただければ幸いです。

3. その職業の楽しさや・やりがいを教えてください。

4. その職業の厳しさについて教えてください。

5. その職業に就くには、どのような勉強が必要でしょうか。
　 また、取得すべき資格がありますか。

6. 上級学校に進学する場合は、どのような学部・学科が向いていると思われますか。

7. どのような人が向いている（性格など）と思われますか。

8. ご自身の職業観や1年生に対するメッセージがあればお願いします。

ご協力ありがとうございました。
※下記は、差し支えなければご記入ください。冊子にお名前を載せることはありません。空欄の
ままでも結構です。

御芳名 （　　　　　　　）
生徒氏名 （　　　　　　　）　1年（　　）組
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に
答
え
て
も
ら
い
、そ
れ
を
教
材
に
し
て
い
る
。

03
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、２
８

０
人
の
生
徒
の
保
護
者
に
依
頼
し
、毎
年
１
０

０
人
以
上
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
回
答
が
寄
せ
ら
れ

る
そ
う
だ
。

 

「
そ
の
職
業
に
就
く
た
め
の
学
部
学
科
や
資
格

な
ど
も
書
い
て
も
ら
い
ま
す
が
、重
要
な
の
は
キ

ャ
リ
ア
の
道
筋
や
具
体
的
な
仕
事
内
容
で
は
な

く
、保
護
者
の
真
摯
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
思
い
を
く

み
取
る
こ
と
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
も
の
を

配
る
だ
け
で
、生
徒
は
集
中
し
て
読
む
し
、し
っ

か
り
と
し
た
感
想
も
書
い
て
き
ま
す
」と
三
浦
先

生
は
い
う
。

　

ま
た
、生
の
声
を
教
材
に
す
る
と
い
う
点
で

は
、卒
業
生
の
合
格
体
験
記
も
同
じ
だ
。「
進
路

の
手
引
き
」に
掲
載
さ
れ
る
数
は
年
々
増
え
昨

年
度
は
29
人
分
の
体
験
記
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
先
輩
の
体
験
記
に
励
ま
さ
れ
た
後
輩
は
、自
分

が
依
頼
さ
れ
れ
ば
よ
り
一
生
懸
命
伝
え
よ
う
と

す
る
。
だ
か
ら
、年
を
追
う
ご
と
に
熱
く
長
い
文

章
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
渡
邊
先
生
。モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
の
方
法
な
ど
メ
ン
タ
ル
な
部
分
は
も

ち
ろ
ん
、過
去
問
題
35
年
分
に
取
り
組
ん
だ
な

ど
具
体
的
な
学
習
法
を
書
い
て
い
る
卒
業
生
も

多
く
、教
員
の
参
考
に
も
な
る
。

 

こ
れ
ま
で
の
学
び
の
集
大
成

系
統
別
課
題
研
究 

　

１
年
次
は
弁
論
、デ
ィ
ベ
ー
ト
、職
業
研
究
、

学
問
研
究
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、２

年
次
に
な
る
と
、未
来
航
路
の
ほ
と
ん
ど
の
時

間
は
系
統
別
課
題
研
究
に
費
や
さ
れ
る
。

　

自
分
の
興
味
関
心
を
突
き
詰
め
て
い
く
課
題

研
究
は
、職
業
研
究
か
ら
学
問
研
究
へ
の
流
れ

の
先
に
あ
る
の
と
同
時
に
、弁
論
や
デ
ィ
ベ
ー
ト

で
養
っ
た
知
性
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら

進
め
て
い
く
学
習
。つ
ま
り
、こ
れ
ま
で
学
ん
で

目
標
。 

高
校
生
の
弁
論
で
は
、問
題
提
示
↓
具

体
例
・
自
分
の
考
え
↓
主
張
の
ま
と
め
と
い
う

構
成
を
き
ち
ん
と
立
て
さ
せ
る
。
ま
た
、聴
い
て

も
ら
う
た
め
の
効
果
的
な
表
現
を
工
夫
さ
せ

る
。
そ
し
て
発
表
の
際
は
、論
旨
、態
度
、感
銘

度
の
３
項
目
で
審
査
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
学
習
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
表
現
力
が
身
に
つ
く
だ
け

で
な
く
、自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
や
、知
的

な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

 

保
護
者
や
卒
業
生
の
声
を

進
路
学
習
に
活
用
す
る

 　

未
来
航
路
の
も
う
一つ
の
流
れ
と
し
て
、進
路

実
現
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
進
路
学
習
が
あ

る
。
１
年
次
で
最
初
に
行
う
職
業
研
究
で
は
、

保
護
者
に
職
業
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
図
４
）

と
い
う
構
成
に
な
る
。
４
月
の
宿
泊
研
修
で
は
、

ク
ラ
ス
討
議
な
ど
未
来
航
路
の
最
初
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
が
、こ
の
２
８
０
人
が一つ
の
集
団

と
し
て
船
出
す
る
大
切
な
第
一
歩
だ
。
生
徒
た

ち
が
集
団
を
形
成
し
て
い
く
過
程
も
ま
た
、キ
ャ

リ
ア
教
育
の一つ
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、中
学
ま
で
と
は
違
う
高
校
な
ら
で
は

の
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ば
せ
る
た

め
、弁
論
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

徹
底
的
に
活
用
し
、型
の
な
か
で
の
論
理
構
成

を
学
び
な
が
ら
自
分
の
主
張
を
作
る
こ
と
に
重

き
を
置
い
て
い
る（
図
３
）。「
不
自
由
だ
と
い
う

生
徒
も
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
基
本
の
型
の
な
か

で
自
己
表
現
し
、制
約
の
な
か
で
個
性
を
輝
か

せ
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
は
大
学
に
行

っ
て
も
社
会
に
出
て
も
役
立
つ
は
ず
」と
守
本

先
生
は
い
う
。

　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
自
分
の
意
見
を
は
っ
き

り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
中
学
生
ま
で
の
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図6　志望理由書の例

図5　課題研究の8系統とこれまでのテーマ例

1 文学・語学・
国際関係学

I Love Me ～死後の世界の存在意義～

小学校英語教育は必要か　～導入に伴う問題点と現状～

教育の国際比較　～教育先進国の教育制度とコンセプト～

2 法学・社会学・
総合科学（文）

流刑のすゝめ

情報社会における『真実の選択』
～迷走するペン、選択と責任～

3 経済・経営学 マイクロクレジット　貧困層の子どもたちを救う

4 教育学・芸術学

遊びは学習の宝庫　～子どもは遊んで育つ～

笑いを生かした小学校教育

音楽でフィーバー！
～音楽の授業にカラオケを取り入れたらどうなるか？～

5 医学・歯学・看護・
保健学

「人の記憶について」　～幸せの記憶～

これからの遠隔医療　～地域医療においてどう利用するか～

がんと闘う、がんと付き合う

6 薬学・理学
現代の創薬開発
～未来の創薬開発に向けて、過去の創薬開発を振り返って～

光の屈折について　～媒質と屈折率～

7 工学
温故知新の屋根　～民家の知恵を未来の環境へ～

気球についての研究

8 農・水産・獣医学・
生活科学

米粉生活、始めてみませんか？
「米粉で食糧自給率UP＆食生活改善」

45

前総務課・未来航路プ
ロジェクト委員会委員長
渡邊達哉先生

　

途
中
で
行
う
研
究
の
中
間
発
表
で
は
、岡
山

大
学
か
ら
系
統
ご
と
に
先
生
を
招
き
、各
自
の

研
究
の
方
向
性
な
ど
を
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら
う
。

一
般
的
に
多
い
講
義
を
聴
く
ス
タ
イ
ル
の
高
大
連

携
で
は
な
く
、ゼ
ミ
学
習
の
よ
う
な
形
で
大
学

の
学
び
の
一
端
に
触
れ
さ
せ
る
の
だ
。
そ
し
て
論

文
を
仕
上
げ
、最
後
に
発
表
す
る
。

志
望
理
由
書
を
書
き
上
げ

進
路
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ

　

同
校
の
志
望
理
由
書
は
入
学
し
た
い
学
校
や

な
り
た
い
職
業
と
そ
の
理
由
、将
来
の
社
会
貢

献
に
つ
い
て
な
ど
を
書
く
も
の
。こ
れ
を
２
年
次

の
終
わ
り
に
完
成
さ
せ
て
、未
来
航
路
の
取
り

組
み
は
終
る
。

　

図
６
で
紹
介
し
て
い
る
志
望
理
由
書
は
あ
る

生
徒
が
実
際
に
書
い
た
も
の
。
こ
の
生
徒
は
課

題
研
究
の
中
間
発
表
時
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

っ
た
准
教
授
に
、そ
の
後
自
分
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
を
と
り
、引
き
続
き
研
究
に
関
し
て
相
談

を
し
て
い
た
。そ
し
て
志
望
ど
お
り
岡
山
大
学
に

合
格
。
こ
の
よ
う
に「
１
回
限
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
は
な
く
、主
体
的
に
大
学
の
先
生
と
か
か
わ

り
、学
習
し
、進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
く
よ
う

な
生
徒
を
増
や
し
た
い
」と
守
本
先
生
は
い
う
。

　

集
団
作
り
か
ら
始
ま
っ
た
未
来
航
路
は
、徐
々

に一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
目
配
り
が
必
要
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
く
。
生
徒
が
自
分
自
身
と
向

き
合
っ
て
書
き
上
げ
た
志
望
理
由
書
は
３
年
次

の
担
任
と
の
面
談
資
料
と
な
る
。
そ
し
て
、系

統
別
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
が
小
論
文
指
導
も

行
う
な
ど
未
来
航
路
の
進
路
学
習
を
生
か
し
つ

つ 

、３
年
次
に
向
け
て
本
格
的
な
受
験
勉
強
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

現
在
、東
京
大
学
と
協
力
し
て
卒
業
後
の
生

徒
の
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、未
来
航
路

を
受
け
た
生
徒
の
大
卒
就
職
率
は
高
か
っ
た
と

い
う
。「
そ
の
と
き
、そ
の
と
き
で
い
い
と
思
う
こ

と
を
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、就
職
率
な
ど
を
見

る
と
社
会
性
も
育
ま
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
」と
三
浦
先
生
。
今
後
の
課
題

は
、「
よ
り
具
体
的
に
、ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ど
の

よ
う
な
力
が
つ
い
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
こ

と
」と
守
本
先
生
。生
徒
の
力
を
伸
ば
す
の
に
よ

り
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
、未
来
航

路
は
ま
た
し
な
や
か
に
変
化
し
続
け
て
い
く
に
違

い
な
い
。

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
統
合
し
て
完
成
さ
せ

て
い
く
学
習
な
の
で
あ
る
。

　

１
年
次
の
終
わ
り
に
自
分
の
研
究
課
題
を
決

め
た
ら
、生
徒
は
８
つ
の
系
統
グ
ル
ー
プ（
図
５
）

に
分
か
れ
る
。
人
数
調
整
は
行
わ
な
い
し
、研
究

を
始
め
て
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
移
動
も
許
さ
れ
て
い

る
の
は
、こ
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
生

徒
の
意
志
が
最
優
先
さ
れ
る
か
ら
だ
。
教
員
は

論
文
の
書
き
方
指
導
を
行
い
、生
徒
の
テ
ー
マ

設
定
や
論
文
の
進
め
方
を
見
守
り
、適
宜
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
。

　

テ
ー
マ
を
決
め
る
段
階
で
進
路
の
方
向
性
を

見
つ
け
、関
連
の
あ
る
研
究
を
行
え
る
の
が
ベ
ス

ト
。 

研
究
に
取
り
組
む
う
ち
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
り
意
志
を
固
め
て
い
け
れ
ば
理
想
的
と
、

先
生
方
は
考
え
て
い
る
。


